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3月3日から3月14日までの12日間の会期で開催されまし
た。今回の定例会では、平成26年度新年度予算等35件の町
長提出議案と、日の出町議会基本条例の制定等3件の議員提
出議案を審議し、すべて原案通り可決、同意しました。
また、2件の陳情についても審議され、1件が採択されま
した。

定例 会定例 会第1 回

平成26年

　
条
例
の
改
正

・
日
の
出
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

�

議
会
改
革
特
別
委
員
会
調
査
報
告
に
基
づ

き
委
員
の
定
数
の
改
正
等
を
行
う
も
の
。

・
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て

新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　
　・日

の
出
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

�

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
。

・
生
涯
青
春
の
湯
・
ひ
の
で
三
ツ
沢
つ
る
つ
る

温
泉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
改
正

に
よ
り
利
用
料
金
を
改
正
す
る
も
の
。

・
日
の
出
町
林
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　
　

�

国
に
お
い
て
林
業
構
造
改
善
事
業
が
廃
止

さ
れ
た
た
め
。

・
日
の
出
町
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　

�

谷
戸
沢
サ
ッ
カ
ー
場
及
び
谷
戸
沢
グ
ラ
ン

ド
の
名
称
・
所
在
地
・
使
用
料
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
。

・
日
の
出
町
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
福
祉
基
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

�

東
京
都
の
補
助
金
交
付
事
業
を
活
用
し
、

町
の
経
費
削
減
を
図
る
た
め
。

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算

平
成
26
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
の
当
初
予
算
総
額
１
３
５
億
６
千
万
円
を
可
決

（
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｐ
６
～
Ｐ
10
）

　
平
成
25
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
（
第
５
号
）
専
決
処
分

　
　

�

東
京
都
知
事
選
挙
に
伴
い
１
千
５
百
５
９�

万
３
千
円
を
追
加

・
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　
　

５
千
３
百
７
９
万
１
千
円
を
減
額

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　

３
百
２
７
万
４
千
円
を
減
額

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　

１
千
７
百
６
７
万
３
千
円
を
減
額

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
　

１
千
５
百
７
６
万
円
を
減
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　

３
百
５
万
６
千
円
を
追
加

審  

議  

内  

容

主
な
議
案
と
し
て
、
条
例
で
は
日
の
出
町　

体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
谷
戸
沢
サ
ッ
カ
ー
場
及

び
谷
戸
沢
グ
ラ
ン
ド
の
名
称
等
に
つ
い
て
改
正

す
る
も
の
で
す
。

予
算
と
し
て
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
及

び
平
成
25
年
度
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。議

員
提
出
議
案
と
し
て
、
地
方
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
た
め
「
日
の
出
町
議
会
基
本
条
例
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

谷戸沢サッカー場
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人
　
事

・
日
の
出
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

志　

茂　

忠　

昭　

氏

　
　

任
期　

�

平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら�

平
成
29
年
５
月
31
日

　
指
定
管
理
者
の
指
定

日
の
出
町
の
各
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
も
の
。

・
日
の
出
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

　
　
指
定
管
理
者　

各
自
治
会

・
日
の
出
団
地
多
目
的
施
設

　
　
指
定
管
理
者　

日
の
出
団
地
会

左
記
の
施
設
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
法
人

日
の
出
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者

と
な
っ
た
。

・
日
の
出
町
心
身
障
害
児（
者
）福
祉
作
業
所

・
日
の
出
町
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所

・
日
の
出
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
日
の
出
町
大
久
野
健
康
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー

左
記
の
施
設
に
つ
い
て
は
日
の
出
町
商
工

会
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
。

・
日
の
出
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

・
日
の
出
町
商
工
振
興
ひ
ろ
ば

左
記
の
施
設
に
つ
い
て
は
日
の
出
町
サ
ー

ビ
ス
総
合
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
が
指
定
管
理

者
と
な
っ
た
。

・
ひ
の
で
肝
要
の
里

・
ひ
の
で
塩
田
農
産
物
普
及
セ
ン
タ
ー

・
生
涯
青
春
の
湯
・
ひ
の
で
三
ツ
沢
つ
る

つ
る
温
泉
セ
ン
タ
ー

・
日
の
出
山
荘
中
曽
根
康
弘
・
ロ
ナ
ル
ド

レ
ー
ガ
ン
日
米
首
脳
会
談
記
念
館

　
契
　
約

・
日
の
出
町
公
民
館
建
設
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て

　
　

�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
率
の
変
更

に
伴
い
税
率
の
増
加
が
生
じ
た
た

め
。

　
道
路
の
認
定

・
日
の
出
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

あ
ら
た
に
道
路
を
認
定
す
る
も
の

　
　

路
線
名　

塩
田
15
号
線

　
規
約
の
変
更
等

・
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
　

�
広
域
連
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法
を

変
更
す
る
た
め
。

・
秋
川
流
域
視
聴
覚
教
育
協
議
会
の
廃
止

に
つ
い
て

　
　

�

秋
川
流
域
視
聴
覚
教
育
協
議
会
が
廃

止
さ
れ
る
た
め
。

　
議
員
提
出
議
案

・
日
の
出
町
議
会
基
本
条
例

　
　

�

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
自
ら

あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
日
の
出
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
制
定
す
る
。

・
日
の
出
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　
　

�

一
般
質
問
の
方
法
を
一
問
一
答
方
式
に

変
更
し
た
た
め
。

・「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の

速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す

る
陳
情
書

　
　

意
見
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ

　
陳
　
情

・「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の

速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

	

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

採
択

・
陳
情
書
（
町
営
住
宅
入
居
時
の
保
証
人
制

度
に
つ
い
て
）　

…
…
…
…

不
採
択

日の出山荘

建設中の新公民館
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番号 議　　案　　名 自 政 公 町 共 志 結　果
1 専決処分の承認を求めることについて　（平成 25 年度日の出町一般会計補正予算第 5 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
2 日の出町固定資産評価審査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
3 日の出町総合計画審議会条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

4 地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための
関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

5 日の出町下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
6 生涯青春の湯・ひので三ツ沢つるつる温泉センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
7 日の出町林業構造改善事業協議会条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
8 日の出町体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
9 平成 25 年度日の出町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
10 平成 25 年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
11 平成 25 年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
12 平成 25 年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
13 平成 25 年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
14 平成 26 年度日の出町一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
15 平成 26 年度日の出町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
16 平成 26 年度日の出町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
17 平成 26 年度日の出町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
18 平成 26 年度日の出町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
19 日の出町コミュニティ施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
20 日の出団地多目的施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
21 日の出町心身障害児（者）福祉作業所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
22 日の出町精神障害者共同作業所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
23 日の出町老人福祉センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
24 日の出町大久野健康いきいきセンターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
25 ひので肝要の里の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
26 ひので塩田農産物普及センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
27 生涯青春の湯・ひので三ツ沢つるつる温泉センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
28 日の出山荘中曽根康弘・ロナルドレーガン日米首脳会談記念館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
29 ひのでグリーンプラザの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
30 日の出町商工振興ひろばの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
31 日の出町公民館建設工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
32 日の出町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
33 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
34 秋川流域市町村視聴覚教育協議会の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
35 日の出町お年寄りにやさしい福祉基本条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

番号 議　　案　　名 自 政 公 町 共 志 結　果
１ 日の出町議会基本条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
２ 日の出町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
３ 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

番　号 陳　　情　　名 陳　情　者 審議結果

26 陳情第 1 号
「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見
書に関する陳情書

日本労働者協同組合連合会
センター事業団理事長 藤田 徹 採　 択

26 陳情第 2 号 陳情書（町営住宅入居時の保証人制度について） 伴野　真由美 不 採 択

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

＜陳　情＞

議 案 と 結 果
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＜会派の異動＞（４月１日付で新しい会派の届出並びに所属議員の異動がありました）

議員提出議案第３号

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書

現在の日本社会は、年金・医療・福祉などの基本的な社会制度は疲弊しグローバル化による国際競争などで、
労働環境にも大きな変化の波が押し寄せ、「ワーキングプア」「ネットカフェ難民」「偽装請負（派遣）」などに象
徴されるような、「働いても充分な生活が維持できない」、「働きたくても働く場所がない」など困難を抱える人々
が増大するなど、新たな貧困と労働の商品化が広がり、社会不安が深刻さを増しています。
このような中、「地域の問題は、みずから地域で解決しよう」とＮＰＯや、ボランティア団体、協同組合、自治

会など様々な非営利団体が、住みやすい地域社会の実現を目指し活動しています。これからのひとつである「協
同労働の協同組合」は、「働くこと」を通じて、「人と人のつながりを取り戻し、コミュ二ティの再生をめざす」
活動を続けています。
この「協同労働の協同組合」は、働くものが出資しあい、全員参加の経営で、仕事を行う組織でありますが、

国内ではワーカーズコープ、ワーカーズコレクティブ、農村女性ワーカーズ、障害者団体など１０万人以上が、
この「協同労働」という働き方で２０年、３０年という長い歴史の中で働いてきました。その中で「自分たちの
働き方に見合った〈法人格〉がほしい」、「〈労働者〉として法的保護を受けられるような社会的認知をしてほしい」
と法律の整備を求めてきました。
世界の主要国では、働く仲間同士が協同し、主体性を高め合い、力を発揮し合う新しい働き方＝労働者協同組

合（ワーカーズコープ、ワーカーズコレクティブ）についての法制度が整備されています。
日本でも「協同労働の協同組合」の法制度を求める取り組みが広がり、１００００を超える団体がこの法制度

化に賛同しています。また、国会では１６０名を超える超党派の議員連盟が立ち上がるなどの法制化の検討が始
まりました。
だれもが「希望と誇りを持って働く」、仕事を通じて「安心と豊かさを実感できるコミュ二ティをつくる」、「人

とのつながりや社会とのつながりを感じる」、こうした働き方と、これに基づく協同労働の協同組合は、住民事業
による住民主体にまちづくりを創造するものであり、働くこと・生きることに困難を抱える人々自身が、社会連
帯の中で仕事をおこし、社会に参加する道を開くものです。
上記理由により、国においても、社会の実情を踏まえ、就労の創出、地域の再生、少子・高齢社会に対応する

有力な制度として、「協同労働の協同組合法」の速やかなる制定を求めるものです。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成26年 3月14日
東京都西多摩郡日の出町議会

衆 議 院 議 長 厚 生 労 働 大 臣
参 議 院 議 長 総 務 大 臣 様
内 閣 総 理 大 臣 経 済 産 業 大 臣

意　　見　　書

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）
自民蒼政クラブ 自 ★ 平野隆史・（※東　　亨）・加藤光德・星野　茂・小玉正義・東　玉喜・川脇敏徳 7人
政 和 会 政 ★ 濵中映慈・神田芳男・濱田敏郎 3人
公 明 党 公 ★ 大澤言枝・嘉倉　治 2人
町 民 党 町 ★ 田村みさ子・青鹿和男 2人
日 本 共 産 党 共 ★ 折田眞知子 1人
志 政 会 志 ★ 森田征四 1人

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）
自民蒼政クラブ 自 ★ 平野隆史・星野　茂・小玉正義・東　玉喜・川脇敏徳 5人
一 新 の 会 新 ★ 加藤光德 1人

＜会派の名称と所属議員＞（平成 22年　月　日現在）

（※東亨氏は 3月 12日付で辞職）
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                平成 26 年度

「躍進 ひので！ ニュー 5 大作戦」の主な施策
89 億円 8 千 9 百万円を計上　対前年度比 3 億 8 千 9 百万円（4.5％）の増

会　　　計　　　名 平成 26年度当初予算額 平成 25年度当初予算額 増 減 率

一　　　 般　　　 会　　　 計 89億 8900 万円 86億 0000 万円 ＋4.5%

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 21億 6400 万円 21億 1800 万円 ＋2.2%

下 水 道 事 業   9 億 1100 万円 9億 5800万円 －4.9%

介 護 保 険 11億 6200 万円 11億 5200 万円 ＋0.9%

後 期 高 齢 者 医 療   3 億 4000 万円 3億 1400万円 ＋8.3%

計 45億 7700 万円 45億 4200 万円 ＋0.8%

合　　　　　　計 135億 6600 万円 131億 4200 万円 ＋3.2%

一 般 会 計 予 算

2 6 年 度 各 会 計

2 6 年 度
一般会計の

主 な 増 減 理 由

防災行政無線、公民
館建設事業等による
増加

町 税 26億 8498 万円

地 方 消 費 税
交 付 金 2億 3920万円

地 方 交 付 税 5億 8547万円

国 庫 支 出 金 7 億   706 万円

都 支 出 金 18億 9418 万円

財 産 収 入 2億 8596万円

繰 入 金 4億 9764万円

諸 収 入 10億 7034 万円

町 債 6億 5527万円

そ の 他 3億 6890万円

が ん 医 療 費 助 成 事 業 経 費 3372万円

高 齢 者 医 療 費 助 成 事 業 経 費 9213万円

こ ど も 医 療 費 助 成 経 費 6802万円

次 世 代 育 成 ク ー ポ ン 事 業 経 費 3億     36 万円

青 少 年 育 成 支 援 事 業 経 費 5034万円

勝 峰 山 林 道 開 設 事 業 経 費 6470万円

観 光 ま ち づ く り 事 業 経 費 323万円

（仮称）野鳥の森・こども自然公園準備経費 1801万円

地 震・ 台 風 等 災 害 対 策 経 費 1815万円

防 災 行 政 無 線 関 係 経 費 1億   976 万円

安 全 安 心 ま ち づ く り 対 策 事 業 経 費 1084万円

町 立 中 学 校 整 備 経 費 1787万円

公 民 館 建 設 事 業 経 費 4億 3595万円

歳入の主なもの 歳出（主要施策）の主なもの

一般会計 予算額の推移
（億円）

（年度）

0

20

40

60

80

100

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

80.2 75.7 71.2
79.3 81.8 77.5 83.8 83.1

73.0 75.3
85.5 86.3 88.9 86.0 89.9
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Q�　

町
税
３
・
２
％
増
の
要

因
及
び
今
後
の
動
向
は
。

A�　

法
人
税
の
増
収
見
込
み

に
よ
る
。
今
後
は
マ
イ
ナ

ス
傾
向
が
徐
々
に
緩
や
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

Q�　

消
費
税
８
％
に
な
る

が
、
歳
出
へ
の
影
響
額
は
。

A�　

約
６
千
８
０
０
万
円
の

影
響
額
に
な
る
。

Q�　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い

て
。

A�　

25
年
度
か
ら
収
納
代
行

業
務
を
開
始
し
、
基
本
料

と
代
行
手
数
料
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

Q�　

税
の
滞
納
に
つ
い
て
。

A�　

納
付
方
法
等
に
つ
い

て
、
直
接
会
っ
て
交
渉

を
継
続
し
進
め
、
特
に

現
年
度
分
の
徴
収
率
を

１
０
０
％
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。

Q�　

当
初
予
算
編
成
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
。

A�　

今
年
度
も
枠
配
分
方
式

に
よ
り
実
施
し
、
事
務
事

業
管
理
シ
ー
ト
を
各
課
で

検
証
し
、
そ
れ
を
基
に

査
定
を
行
い
編
成
し
て
い

る
。

Q�　

26
年
度
の
経
常
収
支
比

率
見
込
み
は
。

A�　

１
１
７
・
６
％
、
循
環

組
合
か
ら
の
地
域
振
興
費

を
加
え
た
場
合
、
94
・
２
％

と
試
算
し
て
い
る
。

Q�　

26
年
度
の
自
主
財
源
比

率
は
。

A�　

53
・
４
％
で
、
昨
年
と

比
較
す
る
と
若
干
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。
今
後
も
公
有

財
産
の
活
用
等
、
自
主
財

源
確
保
に
努
め
る
。

Q�　

地
方
債
償
還
額
の
推
移

を
踏
ま
え
た
今
後
の
計
画

及
び
考
え
方
に
つ
い
て
。

A�　

償
還
額
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
今
後
も
基
金
等

の
積
み
立
て
及
び
計
画
的

な
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い

く
。

Q�　

行
政
評
価
制
度
の
導
入

は
。

A�　

前
・
後
期
基
本
計
画
の

中
で
評
価
等
を
行
い
公
表

し
た
い
。

Q�　

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
概
要
は
。

A�　

４
町
村
共
同
電
算
処
理

で
行
う
。
総
務
省
分
は
住

基
、
税
務
、
宛
名
管
理
シ

ス
テ
ム
の
３
件
、
厚
生
労

働
省
分
は
福
祉
関
係
シ
ス

テ
ム
を
予
算
計
上
。

Q�　

障
害
福
祉
計
画
策
定
委

託
料
及
び
障
害
者
就
労
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
。

A�　

障
害
福
祉
計
画
の
委
託

先
は
、
こ
れ
か
ら
入
札
の

た
め
未
定
。
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
は
、
自
立
支

援
協
議
会
に
諮
り
決
定
し

て
い
く
。

Q�　

高
齢
者
外
出
支
援
バ
ス

事
業
経
費
に
つ
い
て
。

A�　

増
発
、増
便
に
つ
い
て
、

事
務
的
に
解
決
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

手
立
て
を
施
し
て
い
く
。

Q�　

第
２
さ
く
ら
ぎ
保
育
園

建
設
の
進
捗
状
況
及
び
待

機
児
の
解
消
は
。

A�　

６
月
開
園
に
向
け
順
調

に
進
捗
し
て
い
る
。
定
員

が
75
名
で
６
月
に
は
待
機

児
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

Q�　

学
童
ク
ラ
ブ
の
状
況

は
。

A�　

現
在
、
申
請
さ
れ
た
方

は
全
員
入
所
し
て
い
る
。

指
導
員
の
待
遇
改
善
に
つ

い
て
は
十
分
配
慮
し
た
中

で
進
め
る
。

　
（
次
の
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

３
月
７
日
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出

合
わ
せ
て
83
項
目
に
わ
た
る
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

３
月
14
日
の
最
終
日
に
は
、
委
員
長
報
告
の
後
、
質
疑
・
討

論
を
受
け
、
採
決
の
結
果
、
一
般
・
各
特
別
会
計
の
当
初
予
算

す
べ
て
が
可
決
。

  

主
な

　
　
　
質
疑

Q & A

一
般
会
計

平成 26年度当初予算を集中審議
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Q�　

住
宅
用
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
機
器
設
置
経
費

の
内
訳
及
び
今
後
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

は
。

A�　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
37
基
分
、
太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム
は
自
然
循
環
型

及
び
強
制
循
環
型
を
各
10

基
分
、
総
額
で
５
２
２
万

円
予
算
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
26
年
度
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

鋭
意
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

Q�　

ご
み
減
量
化
に
つ
な
が

る
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
の
推
進
を
。

A�　

産
業
ま
つ
り
で
、
30
組

を
初
体
験
の
方
を
優
先

し
、
多
く
の
方
に
減
量
化

が
推
進
で
き
る
よ
う
、
毎

年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
る
。

Q�　

玉
の
内
ふ
れ
あ
い
農
園

整
備
の
状
況
は
。

A�　

大
雪
に
よ
り
工
事
が
大

幅
に
遅
れ
、
年
度
内
の
竣

工
が
で
き
な
い
た
め
事
故

繰
越
と
し
た
。
応
募
状
況

は
、
８
人
の
方
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
。

Q�　

商
工
観
光
の
推
進
に
つ

い
て
。

A�　

町
で
は
条
件
づ
く
り
が

中
心
に
な
る
。
ま
た
、
自

主
的
な
芽
を
伸
ば
し
て
い

き
た
い
考
え
も
あ
る
。
商

工
会
等
々
か
ら
具
体
的
な

施
策
等
の
提
案
が
あ
れ
ば

支
援
策
を
検
討
す
る
。

Q�　

観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
今
後
の
展
開
は
。

A�　

26
年
度
を
も
っ
て
３
年

の
区
切
り
と
な
る
が
、
評

価
を
行
い
見
直
し
す
る
。

ま
た
、
同
じ
団
体
で
も
違

う
事
業
の
申
請
な
ら
対
象

と
な
る
。

Q�　

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
考

え
は
。

A�　

現
在
は
、
壊
れ
た
機
具

か
ら
随
時
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

し
て
い
る
。

Q�　

諏
訪
下
町
営
住
宅
の
今

後
の
計
画
は
。

A�　

26
年
度
に
駐
車
場
の
工

事
を
行
う
。
そ
し
て
27
～

30
年
に
集
合
住
宅
を
４
棟

（
24
世
帯
）
建
て
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

Q�　

日
の
出
団
地
入
口
、
す

い
す
い
プ
ラ
ン
の
計
画

は
。

A�　

都
の
工
事
で
、
今
年
度

は
歩
道
工
事
、
来
年
度
は

大
き
な
建
物
の
移
転
工
事

を
行
う
予
定
。

Q�　

消
防
団
員
の
事
故
の
補

償
に
つ
い
て
。

A�　

組
合
に
加
入
し
、
公
務

員
と
同
じ
扱
い
で
、
補
償

さ
れ
る
。

Q�　

雨
量
観
測
装
置
に
つ
い

い
て
。

A�　

迅
速
な
避
難
指
示
等
の

判
断
基
準
と
す
る
た
め
、

２
基
導
入
す
る
。

Q�　

防
災
倉
庫
の
設
置
に
つ

い
て
。

A�　

平
井
と
大
久
野
に
各
１

棟
、
コ
ン
テ
ナ
型
の
倉
庫

を
設
置
予
定
。

Q�　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
移
行
工
事
内
容
は
。

A�　

５
年
計
画
で
４
～
５
億

が
全
体
経
費
と
な
っ
て
い

る
。
老
朽
化
も
含
め
、
電

波
法
の
改
正
等
が
あ
り
ア

ナ
ロ
グ
電
波
か
ら
デ
ジ
タ

ル
電
波
に
換
え
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
支
柱
も
含
め

順
次
取
り
替
え
て
い
く
。

　
Q�　

要
保
護
・
準
要
保
護
就

学
援
助
費
及
び
特
別
支
援

教
育
就
学
奨
励
費
に
つ
い

て
。

A�　

若
干
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
に
変
更
は
な

い
。

Q�　

公
民
館
備
品
の
内
訳

は
。

A�　

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
ピ

ア
ノ
等
、
１
千
５
１
５
万�

７
千
円
を
予
算
計
上
し
て

い
る
。

Q�　

給
食
ラ
ン
チ
皿
及
び
備

品
の
購
入
に
つ
い
て
。

A�　

ラ
ン
チ
皿
は
、
小
中
学

校
全
て
の
皿
を
交
換
す

る
。
生
ご
み
処
理
機
は
、

給
食
残
渣
の
運
搬
処
理
を

委
託
し
て
い
た
養
豚
業
者

の
廃
業
等
に
伴
い
購
入
、

食
器
洗
浄
機
は
、
耐
用
年

数
が
経
過
し
経
年
劣
化
の

た
め
購
入
。

平成 26年度当初予算を集中審議

防災行政無線
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賛  

成

賛  

成

一
般
会
計

町
の
自
主
財
源
比
率
53
・
４
％
、
経
常
収
支

比
率
94
・
２
％
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ

て
の
予
算
編
成
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
た

財
政
状
況
下
の
中
に
お
い
て
も
、
住
民
の
満
足

い
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
提
供
す
る
か
。

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
日
の
出
町
」
の
基
本
目

標
で
あ
る
「
安
心
・
躍
進
・
自
立
の
ま
ち
」
実

現
に
向
け
、
子
育
て
支
援
や
お
年
寄
り
の
た
め

の
施
策
を
は
じ
め
、
町
民
の
健
康
や
安
心
安
全

な
生
活
の
確
保
、
教
育
環
境
の
整
備
、
産
業
の

振
興
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
評
価
を
す

る
も
の
で
あ
る
。

一
点
検
討
を
求
め
る
。

住
民
参
画
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
予
算
を
も
含

め
政
策
の
決
定
過
程
に
住
民
が
も
っ
と
直
接

的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。
日
常
的
に
住
民
が

予
算
編
成
や
行
政
評
価
に
参
加
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
各
地
で
予
算
編
成
に
参
加
す

る
仕
組
み
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
今
日
ほ
ど
住

民
の
財
政
の
健
全
性
に
向
け
る
関
心
度
は
高
く

な
っ
て
い
る
。

以
上
申
し
述
べ
、
一
般
会
計
予
算
の
賛
成
討

論
と
す
る
。

の
保
険
給
付
、
歳
出
ベ
―

ス
に
見
合
っ
た
形
を
純
然

た
る
割
合
で
、
税
の
不
足

分
を
繰
り
入
れ
る
た
め
、

若
干
多
め
に
な
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

Q�　

都
の
保
険
料
決
定
金
額

と
日
の
出
町
の
平
均
保
険

料
に
つ
い
て
。

A�　

都
は
均
等
割
４
万
２
千�

２
０
０
円
、
所
得
割
８
・

98
％
、
１
人
当
た
り
平
均

保
険
料
が
９
万
７
千
98

円
。
25
年
度
町
の
１
人
当

た
り
平
均
保
険
料
は
５
万�

５
千
７
８
６
円
、
均
等
割

が
３
万
８
千
６
９
０
円
、

所
得
割
が
７
・
91
％
。

Q�　

特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
・

滞
納
者
の
各
人
数
は
。

A�　

被
保
険
者
数
は
特
別
徴

収
が
１
千
４
３
６
人
、
普

通
徴
収
が
７
８
０
人
、
滞

納
件
数
が
４
件
。

　

国
民
健
康
保
険
・
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
編
成
で
は
、引
き
続
き
「
躍
進
ひ
の
で
！

ニ
ュ
ー
５
大
作
戦
」
を
中
心
施
策
と
位
置
づ

け
、
町
民
に
密
着
し
た
、
か
つ
町
民
に
支
持
さ

れ
て
い
る
継
続
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

内
容
を
検
証
し
て
み
る
と
、
従
来
の
子
育
て

支
援
策
に
加
え
、
保
育
所
整
備
補
助
金
「
さ
く

ら
ぎ
第
２
保
育
園
」
な
ど
、
待
機
児
解
消
に
向

け
て
の
取
り
組
み
、「
お
年
寄
り
や
障
害
者
に

や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
で
は
新
規
に
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
料
、
各
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
費
等
の
充
実
に
努
め
て
い

る
。安

全
安
心
大
作
戦
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
や
防
災
倉
庫
設
置
事
業
、
防
災
行
政
無
線

固
定
系
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
等
。
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
お
い
て
は
、
東
光
院
橋
整
備
事
業
、
町
道
舗

装
工
事
打
ち
換
え
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。

本
予
算
は
継
続
事
業
、
新
規
事
業
と
も
に
町

民
生
活
、
町
の
活
性
化
に
と
っ
て
概
ね
評
価

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
自
主
財
源
の
確

保
、
計
画
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
基
金
の
積
み
立

て
、
早
期
の
行
政
評
価
制
度
の
確
立
を
望
み
賛

成
討
論
と
す
る
。

町
民
党
　
青
鹿  

和
男

公
明
党
　
嘉
倉  

治

予

算

討

論

介
護
保
険

Q�　

法
改
正
に
伴
う
変
更
点

は
。

A�　

今
年
度
は
認
定
者
数
の

増
減
に
よ
る
も
の
で
、
特

段
数
字
的
に
影
響
は
な
い
。

Q�　

介
護
予
防
事
業
に
つ
い

て
A�　

個
別
の
検
診
時
、
医
療

機
関
で
の
審
査
か
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
に
変
更

し
、
大
幅
に
減
額
が
出
て

い
る
。

Q�　

要
支
援
及
び
要
介
護
の

人
数
は
。

A�　

25
年
度
末
で
、
要
支
援

が
１
５
９
名
、
要
介
護

が
４
８
９
名
、
合
計
で

６
４
８
名
と
な
っ
て
い
る
。

Q�　

一
般
会
計
繰
入
金
及
び

基
金
繰
入
金
の
傾
向
は
。

A�　

一
般
会
計
繰
入
金
は
、

保
険
給
付
等
の
一
定
割
合

の
中
で
算
定
し
て
い
る
。

基
金
繰
入
金
は
、
現
年
度

特
別
会
計

さ
て
、
あ
な
た
な
ら
…
？
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こ
の
予
算
案
は
、
現
在
の
橋
本
町
長
が
ま
も

な
く
任
期
満
了
を
迎
え
、
そ
れ
に
伴
う
町
長
選

挙
が
３
月
18
日
に
告
示
、
23
日
投
開
票
が
行
わ

れ
る
、
そ
の
矢
先
に
提
出
さ
れ
た
予
算
案
で
あ

る
。こ

の
選
挙
を
経
て
誰
が
町
長
に
な
る
に
せ

よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
を
掲
げ
町
政
運
営
に
臨

む
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
事
業
の

優
先
順
位
や
事
業
規
模
、
或
い
は
事
業
の
見
直

し
な
ど
も
含
め
、
捉
え
方
の
違
い
が
あ
っ
て
然

る
べ
き
か
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
予
算
案
に
は
誰
が
町
長
に
な
っ
て

も
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
経
費
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
時
節

柄
予
算
計
上
を
極
力
避
け
、
人
件
費
や
公
債
費

な
ど
の
必
要
最
小
限
の
経
費
を
計
上
す
る
、
暫

定
的
な
骨
格
予
算
と
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し

い
も
の
と
考
え
る
。

そ
の
上
で
、
然
る
べ
き
時
期
に
補
正
予
算
と

し
て
骨
格
予
算
に
加
え
る
形
の
肉
付
け
予
算
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
妥
当
と
の
考
え
か
ら
、
平

成
26
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
民
蒼
政
ク
ラ
ブ
　
星
野
　
茂

賛  

成
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
前

年
度
比
４
・
５
％
増
と
な
り
、「
躍
進
ひ
の
で
！

ニ
ュ
ー
５
大
作
戦
」
を
中
心
施
策
と
し
た
、
各

種
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
事
が
理
解
で
き
た

歳
入
で
は
、
財
政
の
根
幹
と
な
る
町
税
、
地

域
振
興
費
10
億
円
、
新
た
に
有
料
広
告
掲
載
料

等
の
歳
入
確
保
も
さ
れ
て
い
る
。

歳
出
で
は
、

①
次
世
代
育
成
ク
ー
ポ
ン
、
医
療
費
無
料
化
、

待
機
児
解
消
に
向
け
た
保
育
所
整
備
、
高
齢

者
医
療
費
の
無
料
化
、
外
出
支
援
バ
ス
の
運

行
等
の
継
続
。

②
ひ
の
で
Ａ(

安
心)

Ａ(

安
全)

大
作
戦
で
は
地

域
防
災
計
画
の
改
定
、
防
災
行
政
無
線
等
の

整
備
。

③
教
育
で
は
、
教
育
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
整

備
計
画
の
策
定
等
の
教
育
環
境
の
整
備
。

④
商
工
観
光
業
、
農
林
業
の
振
興
で
は
、
野
鳥

の
森
・
子
ど
も
自
然
公
園
の
整
備
、
玉
の
内

ふ
れ
あ
い
農
園
の
開
始
、
林
道
整
備
。

⑤
総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
設
置
推
進
等
。

以
上
の
事
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
と

な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
政
和
会
は
賛
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

政
和
会
　
濵
中  

映
慈

賛  

成
予
算
は
納
め
ら
れ
る
税
金
の
使
い
方
と
、
優

先
順
位
を
示
す
場
で
あ
る
。

歳
出
で
は
、
新
た
な
保
育
園
の
オ
ー
プ
ン
が

予
定
さ
れ
待
機
児
解
消
が
図
ら
れ
、
学
校
で
は

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
器
洗
浄
機
や
給
食
食
器
の

買
い
替
え
が
進
み
、
都
内
初
と
な
る
全
校
に
通

級
指
導
学
級
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

公
民
館
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
交
流
の
場
、
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

防
災
対
策
と
し
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
、

雨
量
観
測
装
置
の
設
置
や
防
災
倉
庫
の
新
設
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

先
日
の
雪
害
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
危
機
管
理

体
制
や
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
、
要

援
護
者
へ
の
対
策
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
あ

り
方
な
ど
、
課
題
も
明
か
に
な
り
、
防
災
対
策

へ
の
取
り
組
み
が
進
み
、
安
心
安
全
な
町
づ
く

り
が
期
待
さ
れ
る
。

ご
み
の
有
料
化
に
は
賛
同
で
き
な
い
が
、
町

民
の
福
祉
施
策
の
充
実
と
そ
の
増
進
が
よ
り
一

層
進
む
こ
と
を
期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

日
本
共
産
党
　
折
田  

眞
知
子

一
般
会
計

予

算

討

論

予
算
に
対
す
る
見
方
は
賛
否
両
論

反  

対
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答

他
の
質
問

・
26
年
度
建
設
事
業
に
つ
い

て

平成25年度より新たな
　　　障がい福祉策を提供

障がい者総合支援法による新規
事業について 田

た

村
むら

 み
み

さ
さ

子
こ

6人の議員

質　

障
が
い
者
総
合
支
援

法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
流
れ
は
。

課
長　

利
用
者
は
町
に
申

請
書
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

計
画
書
を
提
出
す
る
。
町

は
障
が
い
支
援
区
分
や
意

向
の
調
査
を
行
い
支
給
を

決
定
す
る
。
新
た
に
難
病

等
の
方
も
障
が
い
者
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

質　

利
用
者
の
依
頼
を
受

け
て
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
書
を
作
成
す
る
特
定
相

談
支
援
事
業
者
が
近
隣
に

は
少
な
い
と
聞
い
た
が
。

課
長　

指
定
を
取
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
町
内
１
件
、

あ
き
る
野
市
４
件
な
ど
対

象
者
に
比
べ
て
非
常
に
少

な
い
。
町
と
し
て
も
町
内

の
障
が
い
者
支
援
施
設
へ

指
定
取
得
の
お
願
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質　

障
が
い
者
就
労
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
定
は
。

課
長　

26
年
度
中
に
設
置

予
定
で
あ
る
。
就
労
支
援

と
生
活
支
援
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
各
１
名
と
事
務

員
を
配
置
し
、
年
間
経
費

は
約
２
千
万
円
と
な
る
。

質　

就
労
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
役
場
の
近
く
、
あ

る
い
は
公
共
交
通
で
行
か

れ
る
場
所
に
設
置
を
。

課
長　

当
然
、
当
事
者
や

家
族
が
利
用
し
や
す
い
場

所
を
検
討
し
て
い
る
。

厚生労働省ホームページ

桜まつりで演奏する
平井中学校吹奏学部
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質　

国
の
防
災
、
安
全
交

付
金
は
、
地
域
の
防
災
、

減
災
、
安
全
を
実
現
す
る

「
整
備
計
画
」
に
基
づ
き

地
方
主
体
で
取
り
組
む
事

業
で
あ
る
が
町
の
取
り
組

み
を
問
う
。

町
長　

こ
の
事
業
は
、
事

前
防
災
・
減
災
、
暮
ら
し

の
安
心
を
進
め
る
観
点
か

ら
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
整

備
計
画
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
社
会
資
本
総
合
整
備

事
業
、
交
付
金
の
内
容
が

具
体
的
に
示
さ
れ
た
段
階

で
、
町
と
し
て
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
。

質　
「
防
災
、
減
災
に
資

す
る
国
土
強
靭
化
基
本

法
」
で
は
「
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
対
策
」、「
脆
弱
性
評

価
」
は
地
方
公
共
団
体
の

責
務
と
あ
る
が
町
の
橋
梁

や
公
共
施
設
全
般
の
老
朽

化
診
断
と
今
後
の
取
り
組

み
を
問
う
。

課
長　

橋
梁
は
平
成
23
～

25
年
度
に
か
け
89
橋
の
点

検
を
行
い
、
現
在
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
。
小
中
学
校
の
耐
震

診
断
は
平
成
26
年
度
ま
で

に
調
査
し
整
備
計
画
を
策

定
し
改
修
等
行
い
た
い
。

質　

今
回
の
大
雪
災
害
の

教
訓
を
活
か
し
地
域
防
災

計
画
に
加
え
る
べ
き
で
は
。

町
長　

指
摘
の
通
り
、
雪

害
対
策
を
追
加
し
て
い
く
。

他
の
質
問

・
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
つ
い
て
問
う

質　

昨
年
の
第
１
８
５
回

臨
時
国
会
に
お
い
て
消
防

団
支
援
法
の
法
律
が
成
立

し
12
月
13
日
に
施
行
さ
れ

て
い
る
。
支
援
法
の
成
立

で
消
防
団
の
在
り
方
が
見

直
さ
れ
、
各
地
域
で
防
災

力
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
具

体
的
に
は
、
消
防
団
の
処

遇
改
善
と
聞
く
が
町
の
取

り
組
み
を
問
う
。

町
長　

町
で
は
、
こ
の
法

律
施
行
に
先
立
ち
平
成
25

年
の
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
消
防
団
員
の
報
酬

を
全
て
の
階
級
に
お
い
て

13
％
程
度
、
出
動
手
当
は

11
％
の
大
幅
な
引
き
上
げ

を
行
い
、
平
成
26
年
度
予

算
に
お
い
て
、
消
防
団
各

部
に
対
す
る
運
営
費
を
団

員
１
人
当
た
り
３
千
円
増

額
す
る
。

質　

消
防
団
員
の
退
職
報

奨
金
の
上
乗
せ
に
つ
い
て

問
う
。

課
長　

平
成
26
年
度
よ
り

退
職
報
奨
金
を
一
律
５
万

円
・
最
低
支
給
限
度
額
を

20
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

質　

役
場
職
員
の
入
団
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

課
長　

入
庁
と
同
時
に
本

部
分
団
や
地
元
の
消
防
団

に
入
団
し
て
い
る
。
今
後

も
国
や
都
と
連
携
し
消
防

団
の
充
実
強
化
、
処
遇
改

善
に
努
め
て
い
く
。

他
の
質
問

・
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
森
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
賑
わ

い
と
華
を

消防団の充実強化
　　　処遇改善に努める

消防団支援法について問う
大
おお

澤
さわ

 言
こと

枝
え

防
災
安
全
交
付
金
に
よ
る
地
域
防
災

の
取
り
組
み
は

答

嘉か

倉く
ら 

　
治お

さ
む

積
極
的
に
活
用
し

　
防
災・安
全
の
確
保
に
努
め
る

答

消防団入退団式

架け替えられた御殿橋　
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質　

住
宅
の
損
壊
、
カ
ー

ポ
ー
ト
の
倒
壊
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
な
ど
被

害
状
況
の
把
握
は
。

課
長　

電
話
線
の
切
断
な

ど
の
通
信
の
途
絶
は
無

く
、
各
自
治
会
長
と
電
話

で
情
報
交
換
を
行
な
い
、

15
日
午
前
11
時
ま
で
に
安

否
・
倒
壊
家
屋
の
状
況
を

把
握
し
た
。

質　

除
・
排
雪
の
状
況
は
。

町
長　

15
日
町
長
以
下
46�

人
が
参
集
、
16
日
は

１
０
１
人
で
、
除
雪
・
排

雪
・
凍
結
防
止
剤
の
散
布
、

電
話
対
応
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
た
。

質　

支
障
の
あ
っ
た
点
は
。

課
長　

町
道
な
ど
の
除
雪

は
、
15
業
者
の
地
区
割
だ

け
で
な
く
、
都
道
や
駅
へ

の
道
路
・
福
祉
施
設
、
病

院
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
、
物

資
の
輸
送
の
確
保
を
最
優

先
す
る
必
要
が
あ
る
。

質　

情
報
提
供
の
対
応
は

課
長　

防
災
行
政
無
線

で
、
公
共
交
通
機
関
の
運

休
、
小
中
学
校
の
休
校
な

ど
放
送
を
行
い
情
報
提
供

に
努
め
た
。

質　

災
害
見
舞
金
の
支
給

対
象
と
な
る
か
。

副
町
長　

従
来
の
基
準
に

は
該
当
し
な
い
。

質　

罹
災
証
明
書
発
行
は
。

課
長　

雪
害
に
対
す
る
罹

災
証
明
は
、
生
活
安
全
安

心
課
で
発
行
し
て
い
る
。

質　

次
世
代
育
成
ク
ー
ポ

ン
の
交
付
事
業
開
始
前
の

平
成
17
年
度
と
24
年
度
の

教
育
費
に
つ
い
て
、
決
算

額
に
お
け
る
構
成
比
の
比

較
に
つ
い
て
問
う
。

課
長　

平
成
17
年
度
が
９
・

４
％
で
、
平
成
24
年
度
が

９
・
３
％
と
な
り
大
き
な
差

は
な
い
。

質　

教
育
費
に
つ
い
て
、

目
的
別
歳
出
決
算
額
に
お

け
る
構
成
比
の
比
較
を
問

う
。

課
長　

平
成
24
年
度
で
は

東
京
都
に
お
け
る
市
町
村

の
平
均
値
は
12
％
。
日
の

出
町
は
平
均
値
よ
り
低
い

９
・
３
％
で
、
近
隣
８
市
町

村
で
は
７
位
と
な
る
平
成

24
年
度
で
は
、
臨
時
的
に

支
払
わ
れ
た
国
体
関
係
費

の
約
２
億
４
千
万
円
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
差

し
引
く
と
実
質
的
に
は
６
・

４
％
と
な
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
問
う
。

課
長　

経
常
的
な
経
費
に

つ
い
て
は
、
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
あ
る
程
度
確

保
出
来
て
い
る
と
考
え
る
。

質　

平
成
20
年
度
か
ら
24

年
度
の
児
童
・
生
徒
数
の

推
移
と
小
・
中
学
校
費
の

推
移
に
つ
い
て
問
う
。

課
長　

児
童
・
生
徒
数
は

１
１
６
名
増
加
し
て
い

る
。
小
・
中
学
校
費
は
、

平
成
20
年
度
が
約
２
億�

１
千
４
百
万
円
で
、
24
年

度
が
、
１
億
８
千
８
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
質
問

・
公
民
館
の
役
割
と
機
能
強

化
を

・
商
店
街
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

助
成
事
業
を

都の平均値より低く
　　　近隣8市町村では7位

目的別歳出決算額の教育費に
ついて問う 川

かわ

脇
わき

 敏
とし

徳
のり

答

他
の
質
問

・
小
・
中
学
校
等
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
に
つ
い
て
問
う

・
時
代
の
流
れ
・
動
き
を
読
ん

だ
取
り
組
み
・
戦
略
を
問
う

大
雪
被
害
と
憂
う
事
な
い
対
策
を

答

折お
り

田た 

眞ま

知ち

子こ

地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
見
直
し
を
行
う

芝生化された大久野小学校

雪の積もった道路
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質　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
は
、
町
民
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
現
在

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
、
導
入
を

促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

地
域
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
取

組
み
を
す
る
こ
と
は
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
お

け
る
安
定
供
給
の
一
躍
を

担
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質　

町
の
地
域
資
源
を

「
宝
」
に
変
え
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

山
間
地
が
７
割
と

い
う
地
域
特
性
等
を
考
慮

す
る
と
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
で
、
太
陽
光

と
森
林
が
身
近
に
あ
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
、
特
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
が
有
効
な
資

源
と
考
え
て
い
る
。

質　

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
、
そ
の
整
備
計
画
を
作

成
し
、「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
の
ま
ち
」
と

し
て
、
積
極
的
に
情
報
を

発
信
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
に
努
め
、「
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

の
ま
ち
」
を
目
指
す
。
庁

内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
鋭
意
検
討

を
し
て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
ま
ち
づ
く
り
を

問
う答

青あ
お

鹿し
か 

和か
ず

男お

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
推
進
の
ま
ち
」を
目
指
す老人福祉センターの太陽熱・光発電

請願・陳情は！

　6 月の定例会では、5 月 20 日までに受理したものについて審議し
ます。それ以降の受付の場合は、次回定例会で審議することになり
ます。

①　請願書には必ず１人以上の紹介議員が必要ですが、陳情書にはその
必要がありません。

②　内容が２件以上に及ぶときは、１件ごとにまとめて提出してくださ
い。要旨・理由はできるだけ簡潔明瞭にし、楷書で書いてください。

③　請願・陳情者は、住所・氏名・電話番号を必ず記載し押印してくだ
さい。連署者も同様です。

④　陳情・請願書は原則として、Ａ４版 ( 縦長 ) の用紙に横書きで記入
し提出してください。

⑤　道路などについては、案内図や略図を添えてください。

⑥　郵送された陳情書は、要望書扱いとなりますので、必ず陳情者が持
参してください。（開庁時間にご来庁願います）

＊　その他、詳しいことは議会事務局にお問い合わせください。
〔問い合わせ　電話（５９７）０５１１　内　３６０〕

○○に関する請願

　紹 介 議 員 ㊞

※陳情には紹介議員はいりま
せん。

○○に関する請願（陳情）

要旨
理由

　　　　平成　年　月　日
　　　　請願 (陳情 ) 者
　　　　住所
　　　　氏名　　　　　　㊞
　　　　電話番号
　　　　　　　　　外　　名

日の出町議会議長　殿

表紙

本文

（
陳
情
に
表
紙
は
い
り
ま
せ
ん
）
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自然閉会
議会において、起点である開会宣告がなければ、議会の活動状態に
入れないのに対し、閉会宣告は必要条件ではなく、たとえば会期の
最終日に休憩したまま、閉議時間の午後 5時に至った場合は、閉会
宣告がなくとも自然閉会となります。

平成 26年 4月 18日に開催された臨時会は、町長所信表明終了後、議長不信任動議が提出され賛成多数で可決
となりました。（※提案理由　町長選において議長としての公平中立を欠いたため　※反対意見　政治活動の一環
であり問題ない）その後、暫時休憩し議長の進退について協議されましたが、結論が出ないまま午後 5時となり、
再開することなく自然閉会となりました。
提出された議案は以下のとおりです。

平成 26 年第 1 回臨時会を開催！！

次の定例会は6月に開かれます

6 月定例会日程（予定）
5 月 27 日（火）議会運営委員会 10:00 〜

6 月 2 日（月）本会議（議案審議） 10:00 〜

3 日（火）総務まちづくり常任委員会   9:00 〜

厚生文教常任委員会 13:00 〜

4 日（水）予算決算常任委員会 10:00 〜

5 日（木）休会日

6 日（金）休会日

7 日（土）休会日

8 日（日）休会日

9 日（月）議会運営委員会 10:00 〜

10 日（火）休会日

11 日（水）本会議（一般質問） 10:00 〜

12 日（木）本会議（一般質問） 10:00 〜

13 日（金）本会議（議案審議） 10:00 〜

番号 議　　案　　名 自 政 公 町 共 志 新 結　果
追加日程 議長不信任決議 × ○ ○ ○ ○ × ― 可　決

36 日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 審議未了
37 平成 25 年度日の出町一般会計補正予算（第 7 号） 審議未了
38 平成 25 年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 審議未了
39 平成 25 年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第 4 号） 審議未了
40 平成 25 年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 4 号） 審議未了
41 日の出町特別職の職員の給与の特例に関する条例 審議未了

※議案第 36号から第 40号までは「専決処分の承認を求めることについて」

○…賛成　×…反対　―…除斥

豆 辞 典
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再生紙を使用しています。

2月12日に、西多摩郡町村議会議員大会が奥多摩
町文化会館で開催され、意見発表が行われました。

4月21日、秋川流域市町村議会正副議長会で、
西秋川衛生組合の新ごみ処理施設の視察を行い
ました。

発 表 者　濵　中　映　慈　 議員
演  　題　「今の私の軸になっていること」

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
こ
の
頃
で
す
、
春
は
別
れ
と
新
た
な
出
会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
と
政
治
倫
理
規
程
が
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

２
年
余
り
の
論
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
議
会
か
ら
は
一
般

質
問
も
一
問
一
答
方
式
に
変
わ
り
、
傍
聴
さ
れ
て
い
る
方
に
も
よ
り
わ
か
り
や
す
い
質
疑

が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
と
し
て
も
町
民
の
み
な
さ
ん
と
情
報
共
有
で
き
る
懇
談
の
場
づ
く
り
や
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
二
元
代
表
の
一
翼
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

副
編
集
委
員
長　

折
田
眞
知
子

☆ 各町村の意見発表議員と演題

○ 檜 原 村 高 橋　　 亨 議員
演題「�山村自治体の存続はできる

か」

○ 瑞 穂 町 小 川　 龍 美 議員
演題「�超高齢化社会を豊かに生き

るために」

○ 奥多摩町 高 橋　 邦 男 議員
演題「�これからの奥多摩の観光が

目指す方向について」

ひので議会だより編集委員
川脇　敏徳	 東　　玉喜	 小玉　正義
濵中　映慈	 青鹿　和男	 折田　眞知子
	 	   （編集委員長）

日の出町議会事務局

ひので議会だより編集委員


